
経営構造対策事業検討委員会開催  
 
 平成２１年度の点検評価の結果を受け、平成２２年１１月１０日 (水 )に事業検討委員
会を開催しました。  
 委員は 小沢 亙  氏（山形大学農学部教授）  
     奥山 匡  氏（山形新聞論説委員）  
     松岡由美子氏（山形県消費生活団体連合協議会会長）の３名です。  
 今年度点検評価を実施した地区は寒河江市三泉地区と三川町東沼地区の２カ所です。 
当日の次第は下記のとおりです。  
（１）あいさつ  
（２）報告・協議内容  
  ①経営構造対策等の概要について（県農業経営課説明）  
  ②平成２１年度事業の実施状況と点検評価結果について（須田コンダクター説明） 
  ③意見を求める対象事業の検討  
   対象地区：寒河江市三泉地区  
（３）実施事業の現地視察  
  経営構造対策事業  
（平成１３～１７年度実施）  

  舟形町東部地区  
  ・マッシュルーム用菌舎  
  ・高品質堆肥製造施設  
（４）閉会  
    
小沢亙先生を座長に委員会を進めました。  
次第では②と③を別々に検討する予定でしたが、それぞれの地区ごとに検討して行

くことで合意され地区ごとの検討となった。  
委員会で出された意見概要を紹介します。  

（１）寒河江市三泉地区  
  Ｑ：所見に記載してある「農地利用計画の作成と実践により・・・」とあるが、

実際上地図を使って利用計画の作成検討を行っているのか。  
  Ａ：これまでは地図を使った計画・検討は行われてこなかった。目標達成に向け

この手法を進めていきたい。  
  Ｑ：三泉地区全体の共通認識を持ち、目標達成に向けたアクションプランを作成

し、実践すべきと考える。  
    点検評価後、１０月１９日に地元の各組織代表者と市、ＪＡ担当者、県関係

者コンダクターとの意見交換会を開催した。  
    ここで、状況確認と今後の対策等について話をしてきた。この話し合いの中

で共通認識を持つことが出来たと考える。目標達成が心配される「さくらんぼ

の新植面積」については、地元から、さくらんぼの新植面積の調査と確認をし

てみよう。あわせて、それぞれの組織で課題解決につながる方策を検討しよう



という提案があった。この意見を大事にし、１２月に期待したい。  
   (１２月下旬に２回目の意見交換会を開催予定。１２月２０日に実施 ) 
   能力のある地域なので自ら行動するよう支援していきたい。  
  Ｑ：直播が目標の半分であるが、今後どう対応していくのか。鳥害や鉄コーティ

ングの成果も出ていないようだが。  
  Ａ：鉄コーティング後の保管等の問題、直播圃場の点在による鳥害などが見られ、

新たに直播に取り組む人が少ない実態である。指導機関の支援を受けながら鉄

コーティングの新たな方法、連担化についても各組織で検討することとしてい

るので期待したい。  
  Ｑ：農薬調合施設の利用の件で、利用面積は計画を上回っているものの収入が目

標を下回っている実態から、料金を上げると利用率は下がるんでしょうか。  
    また、所見には「さくらんぼの安全安心のＰＲ」に繋げると記載してあるが、

そのとおりで、是非これを売りにして利用拡大を図っていって欲しい。  
Ａ：経営努力で利用料金を低価格で抑えていることから、収入金額は少ないので

すが、経営実態、組織運営、施設利用実態としては良と見ていただければ幸い。  
 
（２）三川町東沼地区  
 Ｑ：今までのところは順調にきているとみられるが。  
 Ａ：はい。  
 Ｑ：この地域で有機栽培はいくらあるのか。  
 Ａ：２５ｈａのうち１４ｈａです。  
 Ｑ：ライスセンターは対象組織以外の利用はないのか。  
 Ａ：ここのライスセンターは個別対応 (個別処理 )をしてくれるので人気がある。 

特に特別栽培を行っている農家に人気があり、処理量が増えている。  
   Ｑ：農地集積の目標が高いことから最終目標達成可能なのか心配だが大丈夫か。 
     目標を立てたのが本人たちだから農地利用集積がこのようになることは組

織としても望ましいと思うが。大変だと思う。計画を変えることは可能か。  
Ａ：計画を変えることは難しいと思う。この委員会の意見を受け、地元と話し

合いの場を持って目標達成に向けた対応を検討していきたい。  
(その後、１２月１日に地元農業者、町、県関係者、コンダクターとの話し
合いの場を持った。 ) 

 
（３）実施事業の現地視察 (舟形町東部地区 )  ０ 

     経営構造対策事業（平成１３～１７年度実施）  
     （マッシュルーム用菌舎   高品質堆肥製造施設）  

・  会社設立：有限会社  舟形マッシュルーム平成１３年１０月１５日  
    代表取締役  長澤光芳 ・従業員  ３５名  
   ・栽培舎 １８棟  （ＪＧＡＰ認証）  

・事業内容  マッシュルームの生産販売  廃菌床の販売  
マッシュルーム加工品の販売  



 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
会社概要について長澤代表取締役より       高品質堆肥製造施設  
説明を受ける  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   栽培舎で長澤代表取締役よりマッシュルームの栽培について説明を受ける  


